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論 文 内 容 要 旨
ヨ匕 皇目
泉
通常型心房粗動は,右心房内を興奮が下大静脈一三尖弁輪間の解剖学的狭部を伝導 し,中隔を
上行 し,側壁 自由壁を下行する回路をもつマクロリエントリーであり,その回路の成立には解剖
学的,機 能的障壁である右房後側壁の分界稜の関与が知 られている。 しか し,最近では,心房粗
動の興奮伝導回路について様々な報告がなされており,分界稜における横断的伝導や,他 の解剖
学的,機 能的障壁 として静脈洞や右房中隔下位に存在するEustachianridgeの関与 も示され,
心房粗動時において分界稜は必ず しも解剖学的,機能的障壁 としての役割を果 していないことが
考え られる。また,心 房粗動時に分界稜,右心房中隔と下大静脈一三尖弁輪間解剖学的狭部にお
いて,心 房電位の低下や,そ のような局所的な低電位は傷害心筋を示すことも報告されている。
本研究では,心 房粗動症例における右心房の不整脈基質特性として心房電位 と伝導速度について
検討 した。
方 法
対象 は,通 常 型心房粗動 症例17例 と心房粗動 を合併 していない広範 囲肺静 脈隔離 術を施行 さ
れ た発作性心 房細動症例4例(PAF群)で あ り,全 例 でelectro-anatomicalmappingシステム
を用いて,右 心 房 マ ッピングを行 った。心房 粗動症例 は,心 房粗動時 に右 心房マ ッピングを行 う
AFL群(8例)と,下 大静脈 一三尖弁輪間の解剖学 的狭 部 に対す る両方 向性 ブロ ックライ ン作
成 後 に冠 静 脈洞 入 口部 か ら基 本刺激 周期600msecでの連 続刺 激 中 に右 心房 マ ッ ピングを行 う
CSO群(9例)の2群 に分 けた。electro-anatomicalmapPingシステ ムにて右心 房中隔,後 壁,
側 壁 におけ る双極 電位高 と,水 平方向 と垂直方 向において5mm以 上 離れた2点 間の伝導速度 を
計 測 した。
結 果
AFL群 とCSO群 の 平 均 双 極 電 位 高 は,中 隔 と後 壁 が,側 壁 よ り有 意 に 低 下 して い た(AFL
群:1.35±0.30mV,1.08±O.26mVvs.2.65±0.53mV,Pく0.001,CSO群1.40±O.45mV,1.31
±0.42mVvs,2,90±O.92mV,Pく0.001))。しか し,PAF群 で は,中 隔,後 壁,側 壁 間 の平 均
双 極 電 位 高 に有 意 差 を認 め な か った 。 また,中 隔,後 壁 に お け る平 均 双 極 電 位 高 は,AFL群 が
CSO群,PAF群 よ り有 意 に低 下 して いた。 次 に,AFL群 の水 平 方 向 の 平 均 右 心 房 伝 導 速 度 は・
中 隔 と後 壁 が 側 壁 よ り有 意 に遅 延 して お り(1.22±0.34m/sec,0.49±0.15m/sec,vs.2.28±
0.58m/sec,P<0.001),垂直 方 向 の平 均 右心 房 伝 導 速 度 は,中 隔 の み が 後 壁 と側 壁 よ り有 意 に遅
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延 して い た(0.91±O.23m/secvs.2.66±0.66m/sec,2.31±0.86m/sec,P<O.005)。ま た,中
隔 側 に お け る水 平,垂 直 方 向の 平 均 右 心 房 伝 導 速 度 は,AFL群 とCSO群 で は,PAF群 よ り有
意 に 遅 延 して い た(水 平 方 向:1.22±0.34m/sec,1.50±0,42m/secvs.2.40±0.38m/sec,
P<0.005,垂直 方 向:0.91±023m/sec,1.05±O.24m/sec,vs.2.09±O.54m/secP<0.001)。
結 論
通常型心房粗動症例では,右心房中隔において有意な平均双極電位高の低下 と水平,垂 直両方
向の伝導速度遅延を認めた。 この右心房中隔における低電位,伝 導遅延 という不整脈基質特性が,
心房粗動の誘発やその維持に関与することが示唆された。
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審 査 結 果 の 要 旨
通常型心房粗動は,右心房内を興奮が下大静脈一三尖弁輪間の解剖学的狭部を伝導 し,中隔を
上行 し,側壁 自由壁を下行する回路を もつマクロリエン トリーである。 リエン トリー回路の形成
には,伝導遅延部位と一方向性ブロックが必要 とされている。 しか し,心房粗動時の伝導遅延部
位 については一定の見解はなく,心房粗動症例の電気生理学的特性については明 らかにされてい
ない。
本研究では,心 臓内に挿入 された磁場センサーを有する専用 カテーテルか ら得 られる解剖学的
位置情報 と,心 内電位による電気的情報を基 に三次元画像を構築するCARTOシステムを用い
て,心 房粗動時の双極電位波高 と伝導速度を測定 し,心房粗動における右心房の電気生理学的特
性 について検討 している。
心房粗動症例では,双極電位波高は心房中隔と後壁において低下 し,同部位において水平方向
の伝導速度遅延が認められた。また,垂直方向の伝導速度は,心房中隔においてのみ伝導遅延が
み られた。双極電位波高の減少や伝導速度遅延は心房粗動時だけではな く,冠静脈洞入口部から
のべ一シング時にも認められていた。 しか し心房粗動の既往のない症例では,双極電位波高は低
下せず,伝 導速度遅延 も認めなかった。
以上の結果から,右心房中隔における双極電位波高の減少 と水平,垂 直方向への伝導速度遅延
が示 され,そ の右心房中隔の電気生理学的特性が,心房粗動の誘発やその維持に重要な役割を果
たしている可能性が示唆された。
本研究では,CARTOシステムを用いることにより,右心房全体の電気生理学的特性の解析を
可能にし,通常型心房粗動症例における心房中隔の電気生理学的特性の重要性を示 した。さらに,
心房中隔の双極電位波高の減少や伝導速度遅延は,心房中隔を旋回回路の一部 に含む非通常型心
房粗動の回路形成や維持にも関与 している可能性が示唆され,臨 床的にも興味深い研究結果であ
る。
よって,本 論文 は博士(医 学)の 学位論文 として合格と認める。
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